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分
散
板
自
体
は
ど
こ
の
メ
ー
カ
ー
で
も

使
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
形
状
に
ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
ト
ヨ
タ
の
シ
ス

テ
ム
は
２
段
構
造
を
採
用
。
こ
の
噴
射
ノ

ズ
ル
か
ら
分
散
板
ま
で
の
“
尿
素
噴
射
モ

ジ
ュ
ー
ル
”
を
自
社
開
発
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
浄
化
率
約
９９
％
を
達
成
し
た

そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
最
下
流
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
酸

化
触
媒
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

使
い
き
れ
な
か
っ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
が
そ
の

ま
ま
排
出
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
だ
。

　

使
用
す
る
尿
素
水
の
濃
度
は
、
約
３２
・

５
％
。
凝
固
点
が
マ
イ
ナ
ス
１１
℃
な
の
で
、

寒
冷
地
で
は
凍
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
。
そ
こ
で
タ
ン
ク
か
ら
噴
射
ノ
ズ
ル
ま

で
の
デ
リ
バ
リ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
は
、
電
熱

式
の
ヒ
ー
タ
ー
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

尿
素
水
タ
ン
ク
の
容
量
は
１２
ℓ
と
、
他

社
の
も
の
よ
り
小
さ
い
が
、
一
般
的
な
走

り
方
で
１
万
５
０
０
０
㎞
程
度
は
持
つ
と

の
こ
と
。
残
量
が
な
く
な
る
と
エ
ン
ジ
ン

が
始
動
で
き
な
く
な
る
が
、
推
定
走
行
可

能
距
離
が
２
０
０
０
㎞
を
切
っ
た
段
階
で
、

警
告
灯
が
点
灯
す
る
。

　

尿
素
水
は
経
時
劣
化
す
る
た
め
、
距
離

に
関
わ
ら
ず
、
２
年
ご
と
の
全
交
換
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
尿
素
水
の
単

価
は
、
ト
ヨ
タ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は
１
０

８
０
円
／
５
ℓ
。
最
近
は
大
規
模
な
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
も
取
り
扱
う
と
こ
ろ
が

増
え
て
き
て
い
る
。
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ターボ直下に
酸化触媒とDPF
ターボチャージャーのすぐ後ろにレ
イアウトされた巨大なケースには酸
化触媒、DPFの順で排ガス浄化装
置がセットされる。ちなみに、排ガ
ス規制が緩いエリア向けは酸化触
媒のみ、ロシアやオーストラリア仕
様は酸化触媒とDPFを使っている。

リ
ス
担
体
に
、
銅
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
担
持
さ

せ
た
も
の
だ
。

悪
条
件
で
の
使
用
を
想
定
し

採
用
さ
れ
た
様
々
な
工
夫

　

尿
素
噴
射
ノ
ズ
ル
は
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
の
ポ
ー
ト
噴
射
用
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
の
構
造
を
ベ
ー
ス
に
、
噴
霧
の
形
状
や

制
御
を
専
用
設
計
し
た
も
の
。
尿
素
を
噴

射
し
た
先
に
は
、
フ
ァ
ン
状
の
分
散
板
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
通
過
し
た
排

気
が
軸
方
向
の
渦
を
つ
く
る
と
同
時
に
、

衝
突
し
た
尿
素
水
噴
霧
が
分
散
し
て
Ｓ
Ｃ

Ｒ
触
媒
に
導
か
れ
る
た
め
、
濃
度
が
均
一

化
し
て
効
率
が
高
ま
る
、
と
い
う
仕
組
み

で
あ
る
。

2段構えで
SCR触媒を配置
尿素SCR触媒によって
NOXを浄化するのは日本
と欧州向け。グローバル
ユニットとして基本をつく
り上げ、厳しい規制を実
施する仕向け地の環境性
能をクリアするための選
択だ。プラドには、SCR
触媒は2個セットされる。

ダウンサイジングながら
全方位に性能アップ
従来のKD型ディーゼルに対して排気量を小さく
しながら、動力性能・静粛性の両面で圧倒的な
性能アップを果たした。注目すべきは発進加速
の向上で、空気量を増やすポートとハイレスポ
ンスなターボチャージャーが効いていることが
見て取れる。


